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公共施設在り方・再編方針策定における職員検討会 結果概要 資料１

ラウンド１：担当者が抱える課題や解決策事例などの共有(主な課題と解決策）

目的

公共施設等総合管理計画の推進に向けて、公共施設在り方・再編方針を策定するため、素案を作成
するにあたり、関係各課からの意見を聴取することを目的とする。
建築系公共施設所管課が抱える課題を共有し、公共施設マネジメントの観点から解決策を考えるとと
もに、機能の集約・複合化の考え方、想定される集約・複合化する機能の組合せ案や地域に必要とされ
る施設・機能について所管課からの意見を伺う。

開催日時 令和７年７月３０日（水）１４：００～１６：３０

参加職員 ２０名

１．実施概要

２．結果概要
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• 学校教育系施設 ：児童生徒数の増加への対応、利用期間の短いプールの維持管理コストが高い。

• 市民文化系施設 ：集会施設と公民館の機能の類似。

• 子育て支援系施設：職員や人材確保が課題になっている。 児童数増加に伴う学童保育所の不足。

• 保健・福祉施設：子育て支援系施設と同様に、職員や人材確保が課題になっている。

• 特に支援が必要とされる子育て・保健・福祉の分野でニーズの多様化、利用者増に伴い、それに見合ったサービス
提供が課題となっている。

• 学校教育系施設の集約・複合化

➢ 一貫校の検討や民間施設（プール等）の活用、その他施設との集約・複合化

• 今後の施設の在り方が問われている施設については、用途の転用や集約化

• 子育て支援系施設や保健・福祉施設の複合化・多機能化や施設開放の拡大

➢ 施設ではなく、コンテンツの提供による支援の転換

➢ 分野的に双方に係る部分も多いため、施設の複合化・多機能化により、職員の融通がきくとともに、現在の
ニーズにあったサービスの提供が実現できる可能性がひろがる。

➢ 学校の活用（学校内の多目的室や体育館の開放）

ラウンド２： まちの特性を活かし、地域コミュニティの拠点として地域の活性化、利便性や市民サービス向上、
相乗効果が期待できる施設の集約・複合化の組合せを考えてみよう

【地域に必要とされる施設・機能】

• コミュニティ向け集合機能

• 地域に開かれた施設（目的がなくても使えるインクルーシブな施設）。

• 集約・複合化にあたっては、各団体や利用者の意見をよく踏まえた上で、必要とされる機能を備える必要がある。

• 市有地のみならず、施設の借用など多様な形態での公共サービスの提供の検討。 等…
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【集約・複合化組合せ案】

➢ 学校教育系施設を中心とした、保育園や学童保育所、集会施設等の複合化による地域コミュニティ拠点の
形成

➢ 学校教育系施設、公民館、図書館の集約による、教育・社会教育・文化拠点の形成

➢ 図書館、公民館機能に、集会施設の集約による、地域活動拠点の形成

➢ 保健・福祉系施設の集約による利用者ニーズへの対応 等…
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ラウンド１：担当者が抱える課題や解決策事例などの共有(主な課題と解決策）

2-1．班別結果概要

1 班

２ 班
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ラウンド１：担当者が抱える課題や解決策事例などの共有(主な課題と解決策）

３ 班

４ 班
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２-2．班別結果概要

ラウンド２：まちの特性を活かし、地域コミュニティの拠点として地域の活性化、利便性や市民サービス向上、
相乗効果が期待できる施設の集約・複合化の組合せを考えてみよう

集約・複合化組合せ案 考え方

１班 ⚫ 環境学習機能は資源物処理施設に移転・集約 ➢ 環境学習拠点として複合化。移転後跡地は学童保
育所として一時利用。

⚫ 公民館+児童館＋集会施設＋図書館（室） ➢ 集約・複合化

⚫ 学校教育系施設＋消防団詰所＋防災倉庫＋集
会施設

➢ 学校教育系施設、集会施設等の集約による地域防
災拠点の形成

⚫ 保育園＋学校教育施設 ➢ 学校教育系施設への集約・複合化

２班 ⚫ 学校教育系施設＋運動施設＋集会施設＋学童
保育所

➢ 可能であれば運動施設等とあわせて整備。社会教育
等の教育環境の充実

⚫ 学校教育系施設＋児童館＋学童保育所＋保育
園＋集会施設

➢ 利用者属性に合わせ、学校教育系施設を中心に複
合化

⚫ 学校教育系施設＋公民館＋図書館＋美術館の
機能（移転）

➢ 美術館を集約移転化による教育文化の拠点形成

⚫ 学校教育系施設＋集会施設 ➢ 住民の動態などから、近隣の施設同士をコンパクトに集
約

⚫ 図書館（室）＋集会施設＋高齢者福祉施設

３班 ⚫ 防災倉庫の集約 ➢ 市内に点在する防災倉庫の大規模化一元管理

⚫ 図書館＋図書館機能の充実が図れる機能 ➢ 複合化し図書館の充実を図る

⚫ 障がい者支援施設の集約化 ➢ 市内の老朽化した障がい者支援施設を集約複合化
（利用者ニーズに合わせた機能アップ）

４班 ⚫ 図書館+公民館＋集会施設 ➢ 集約・複合化

⚫ 学校教育系施設＋図書館＋集会施設 ➢ 教育・集会施設の集約化により地域拠点の形成

⚫ 集会施設＋学童保育所等 ➢ 複合化とあわせて隣接する公園なども含め、運動でき
る機能を整備

⚫ 集会施設 ➢ 本庁舎跡地に駐車場付き複合施設整備
➢ 集会施設同士を集約し、跡地を駐輪場として利用

まちの特性を活かし地域コミュニティの活性化を促進するとともに、
持続可能な行政運営のために、地域に必要とされる施設・機能とは何か？

１班 ⚫ コミュニティ向け集会機能

２班 ⚫ “地域に開かれた施設“ 目的がなくても使えるインクルーシブな施設

３班 ⚫ ５つの区域ごとに図書館、公民館が複合化した拠点を１つずつ設置。
⚫ 新庁舎・（仮称）新福祉会館に機能移転後、必要とされるサービスを受けられなくなった方々に対し補完する機
能を地域におく（特に福祉分野）。

⚫ 各団体や利用者の意見をよく踏まえる必要がある。

4班 ⚫ 子育て支援系施設、学校教育系施設について、年代構成の変化に合わせた統合や空き教室の活用により、集会
施設等の市民文化系施設の更新。跡地は駐輪場等で活用。

⚫ 市有地のみならず、施設の借用など多様な形態での公共サービスの提供を検討。


